
1【 小学生児童用 】 

  封筒のあて名のお子さんとご家族の状況について 
 

問1 この調査票にご回答いただく方はどなたですか。あて名のお子さんからみた関係でお答えください。

【○は１つだけ】 

 

 

 

問２ お住まいの地域はどちらですか。【○は１つだけ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ あて名のお子さんの生年月をご記入ください。【数字で記入。数字は一枠に一字】 

 

 

 

問４ あて名のお子さんのきょうだいは何人いらっしゃいますか。あて名のお子さんを含めた人数をご記入

ください。また、２人以上のお子さんがいらっしゃる場合は、末子の方の生年月をご記入ください。

【数字で記入。数字は一枠に一字】 

 

 

 

 

問５ この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。【○は１つだけ】 

 

 

 

 

問６ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。お子さんからみた

関係でお答えください。【○は１つだけ】 

 

 

 

 

 

 

平成      年       月 生まれ    小学    年生 

１．父母ともに   ２．主に母親      ３．主に父親 

４．主に祖父母   ５．その他（                     ） 

１．小野小校区   ２．小野東小校区      ３．河合小校区 

４．来住小校区      ５．市場小校区       ６．大部小校区 

７．中番小校区   ８．下東条小校区     

９．わからない（町・自治会名                             ） 

      

１．母親    ２．父親   ３．その他（         ） 

１．配偶者がいる    ２．配偶者はいない 

きょうだい数：      人  末子の生年月： 平成      年       月 生まれ 
宛名のお子さんを含む 



2【 小学生児童用 】 

 子どもの育ちをめぐる環境について 
 

問７ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）に日常的に関わっている方はどなた（施設）ですか。 

お子さんからみた関係でお答えください。【○はあてはまるものすべて】 
 

 

 

 

 

問８ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）に、もっとも影響すると思われる環境はどれですか。 

【○はあてはまるものすべて】 

 

 

 

 

 

 

問９ 日頃、あて名のお子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。【○はあてはまるものすべて】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「1．」または「2．」を選ばれた方におうかがいします。 

問９－１ 祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。 

【○はあてはまるものすべて】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．父母ともに   ２．母親      ３．父親 

４．祖父母   ５．幼稚園      ６．保育所 

７．認定こども園   ８．その他（                     ） 

１．日常的に祖父母等の親族にみてもらえる 

２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる 

３．日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

４．緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

５．いずれもいない ⇒ 次頁問１０へ 

１．祖父母等の親族の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して子ど

もをみてもらえる 

２．祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である 

３．祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である 

４．子どもの親である自分たちの立場として、祖父母等の親族に負担をかけていることが心苦しい 

５．子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある 

６．その他（                                   ） 

１．家庭             ２．地域        ３．学校 

４．放課後子ども教室（寺子屋事業）５．放課後児童クラブ〔学童保育（アフタースクール）〕 

６．習い事の先生         ７．友だち         ８．医療機関・母子保健体制  

９．その他（                                       ）  

次頁 問９－２へ 

回答後 次頁問１０へ 



3【 小学生児童用 】 

 
問９で「3．」または「4．」を選ばれた方におうかがいします。 

問９－２ 友人・知人にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。 

【○はあてはまるものすべて】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼すべての方におうかがいします。                              

問１０ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいますか。また、

相談できる場所はありますか。【○は１つだけ】 

 

 

 

 
「1．いる／ある」を選ばれた方におうかがいします。 

問１０－１ お子さんの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は誰（どこ）ですか。

【○はあてはまるものすべて】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１１ 子育て（教育を含む）をする上で、周囲（身近な人、行政担当者など）からどのようなサポート

があればよいと思いますか。ご自由にお書きください。 

  

  

  

  

  

  

  

１．友人・知人の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して子どもを

みてもらえる 

２．友人・知人の身体的負担が大きく心配である 

３．友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である 

４．子どもの親である自分たちの立場として、友人・知人に負担をかけていることが心苦しい 

５．子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある 

６．その他（                                  ） 

１．いる／ある     ２．いない／ない ⇒ 問１１へ 

１．配偶者や祖父母等の親族    ２．友人や知人、隣人や地域の仲間 

３．職場の人・同僚     ４．幼稚園・保育所・学校の保護者仲間 

５．子育てサークル等の仲間    ６．児童館・子育て支援拠点施設、エクラ等ＮＰＯ 

７．民生委員・児童委員     ８．インターネット掲示板・専用サイト等 

９．学校の先生・スクールカウンセラー 10．学童保育（アフタースクール）指導員 

11．保健所・保健センター       12．かかりつけ医師、看護師、栄養士  

13．こども家庭センター        14．家庭児童相談員、母子自立支援相談員 

15．民間の電話相談          16．ファミリー・サポート・センター 

17．その他（                                  ） 



4【 小学生児童用 】 

 保護者の就労状況について 
 

問１２ 保護者の方の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をおうかがいします。 

（１）母親（父子家庭の場合は記入は不要です）【○は１つだけ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「1．」～「4.」を選ばれた方におうかがいします。 

（１）－１ １週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えくださ

い。就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えくだ

さい。産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

【数字で記入。数字は一枠に一字】 

 

 

 

（１）－２ 家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。時間が一定でない場合は、もっとも多いパ

ターンについてお答えください。産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況

についてお答えください。【数字で記入。数字は一枠に一字】 

※時間は、必ず（例）０８時３０分～１８時００分のように、２４時間制の１０分単位 

でお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しており、産休・育休・介護休業

中ではない 

２．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、産休・育休・介護休

業中である 

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、産休・育休・介護休業中

ではない 

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、産休・育休・介護休業

中である 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない 

１週あたり：    日  １日あたり：      時間       分 

 

家を出る時刻：      時            分  帰宅時刻：      時       分 

 

次頁 問１２（2） 【父親】へ 

母子家庭の方は６頁 問１４へ 

0 0 

次頁 問１２（2） 【父親】へ 

母子家庭の方は６頁 問１３へ 



5【 小学生児童用 】 

１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しており、産休・育休・介護休業

中ではない 

２．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、産休・育休・介護休

業中である 

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、産休・育休・介護休業中

ではない 

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、産休・育休・介護休業

中である 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない 

 

 
 
 

（２）父親（母子家庭の場合は記入は不要です）【○は１つだけ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「1．」～「4.」を選ばれた方におうかがいします。 

（２）－１ １週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えくだ

さい。就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答え

ください。育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

【数字で記入。数字は一枠に一字】 

 

 

 

（２）－２ 家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。時間が一定でない場合は、もっとも多いパ

ターンについてお答えください。育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況につい

てお答えください。【数字で記入。数字は一枠に一字】 

※時間は、必ず（例）０８時３０分～１８時００分のように、２４時間制の１０分単位 

でお答えください。 

 

 

 

１週あたり：    日  １日あたり：      時間       分 

 

次頁 問１３へ 

家を出る時刻：      時            分  帰宅時刻：      時       分 

 
0 0 

次頁 問１３へ 



6【 小学生児童用 】 

 
問１３は、問１２（1）「母親」または（2）「父親」で、パート・アルバイト等で就労の「3．」

「4．」を選ばれた方におうかがいします。 該当しない方は、問１４へお進みください。 

問１３ フルタイムへの転換希望はありますか。【○は１つだけ】 

（１）母親 

 

 

 

 

 

 
（２）父親 

 

 

 

 

 
 
問１４は、問１２（1）「母親」または（2）「父親」で、「5．以前は就労していたが、現在は就

労していない」または「6．これまで就労したことがない」を選ばれた方におうかがいします。

該当しない方は、次頁問１５へお進みください。 

問１４ 就労したいという希望はありますか。【○は１つだけ】 

    また、該当する箇所に数字をご記入ください。【数字は一枠に一字】 

（１）母親 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

（２）父親 

 

 

 

 
 

１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）をやめて子育てや家事に専念したい 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．１年より先、一番下の子どもが      歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

      希望する就労形態  １．フルタイム（1週 5日程度・1日 8時間程度の就労） 

                ２．パート・アルバイト等（「1」以外） 

                  ⇒１週あたり：    日、１日あたり：      時間 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．１年より先、一番下の子どもが      歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

      希望する就労形態  １．フルタイム（1週 5日程度・1日 8時間程度の就労） 

                ２．パート・アルバイト等（「1」以外） 

                  ⇒１週あたり：    日、１日あたり：      時間 

１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）をやめて子育てや家事に専念したい 
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１．自宅                                週    日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅                       週    日くらい 

３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）          週    日くらい 

４．児童館（チャイコム）                       週    日くらい 

５．放課後児童クラブ〔学童保育（アフタースクール）〕         週    日くらい 

⇒下校時から     時まで 

⇒土日の利用  １. あり  ２. なし 

６．放課後子ども教室注 2  (寺子屋事業)                  週    日くらい 

７．ファミリー・サポート・センター                   週    日くらい 

８．その他（公民館、公園など）                     週    日くらい 

あて名のお子さんの平日の放課後の過ごし方について 
 
問１５ あて名のお子さんは、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごしています

か。【○はあてはまるものすべて】 

また、希望する週あたり日数は何日ですか。【数字を記入。数字は一枠に一字】 

「放課後児童クラブ注1」の場合は、利用を希望する時間と土日の利用状況についてもお答えくだ

さい。 

※時間は必ず（例）１８時のように２４時間制でご記入ください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1：「放課後児童クラブ〔学童保育（アフタースクール）〕」… 保護者が就労等により昼間家庭にいない場合などに、 

指導員の下、子どもの生活の場を提供するものです。事業の利用にあたっては、一定の利用料がかかります。 

注２：「放課後子ども教室（寺子屋事業）」… 地域の方々の協力を得て、放課後に「よって吉蔵」や各地区のコミュニティ

センターで学習・スポーツ・文化芸術活動などを体験する取り組みです。保護者の就労の有無に関わらず、すべての

小学生が利用できます。 

 

「5. 放課後児童クラブ〔学童保育（アフタースクール）〕」を選ばれた方におうかがいします。 
問１５－１ 現在、放課後児童クラブ〔学童保育（アフタースクール）〕を利用している理由をお答え

ください。【○は主なもの１つだけ】 

 

１．現在就労している  

２．就労予定がある／求職中である  

３．家族・親族などを介護しなければならない  

４．病気や障がいがある  

５．学生である  

６．その他（                                    ） 

 

問１５－２ 放課後児童クラブ〔学童保育（アフタースクール）〕に対してどのように感じておられま

すか。【○はあてはまるものすべて】 

 

１．定員を増やしてほしい ２．利用時間を延長してほしい 

３．利用学年を引き上げてほしい ４．指導内容を工夫してほしい 

５．施設・設備を改善してほしい ６．現在のままでよい 

７．その他（                                    ） 

 



8【 小学生児童用 】 

 

 

 

問１５で、「5．放課後児童クラブ〔学童保育（アフタースクール）〕に〇をつけなかった方に

お伺いします。 

該当しない方は、次頁問１６へお進みください。 

問１５－３ 放課後児童クラブ〔学童保育（アフタースクール）〕を利用していない理由をお答えくだ
さい。【○は主なもの１つだけ】 

１．現在就労していないから  

２．就労しているが、放課後児童クラブを知らなかったから  

３．就労しているが、近くに放課後児童クラブがないから  

４．就労しているが、放課後児童クラブに空きがないから  

５．就労しているが、放課後児童クラブの開所時間が短いから  

６．就労しているが、利用料がかかるから  

７．就労しているが、子どもは放課後の習い事をしているから  

８．就労しているが、放課後の短時間ならば、子どもだけでも大丈夫だと思うから  

９．就労しているが、他の施設に預けているから 

10．その他（                                  ）   

 

問１５－４ 今後、あて名のお子さんの平日の放課後を過ごす場所として、放課後児童クラブ〔学童

保育（アフタースクール）〕を利用したいとお考えですか。【○は１つだけ】 

「１．利用したい」に○をつけた場合は、１週当たりの利用希望日数及び１日当たりの利用希望時 

間についても□内に数字でご記入ください。【数字は一枠に一字】 

※時間は、必ず２４時間制の１０分単位でお答えください。（例：０９時００分～１８時３０分） 

※放課後児童クラブ〔学童保育（アフタースクール）〕の利用には、一定の利用料が発生します。 

 

 

 

 

 
 
 
「1．利用したい」に○をつけた方におうかがします。 

問１５－５ 今後、あて名のお子さんの平日の放課後を過ごす場所として、放課後児童クラブ〔学童保育

（アフタースクール）〕を利用したい理由をお答えください。【○は主なもの１つだけ】 

１．現在就労している  

２．就労予定がある／求職中である  

３．そのうち就労したいと考えている 

４．家族・親族などを介護しなければならない  

５．病気や障がいがある 

６．学生である／就学したい  

７．就労していないが、子どもの教育などのために預けたい  

８．その他（                                    ）  

 

 

１．利用したい ⇒１週あたり：    日くらい、１日あたり：      時間       分 

               時      分～       時      分まで 

２．利用しない ⇒ 次頁 問１６へ 

0 0 
0 
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▼すべての方におうかがいします。                      

問１６ あて名のお子さんについて、土曜日と日曜・祝日に、放課後児童クラブ〔学童保育（アフタース

クール）〕の利用希望はありますか。【○は１つだけ】 

また、希望がある場合は、利用したい時間帯をご記入ください。【数字を記入。数字は一枠に一字】 

※（例）０９時００分～１８時３０分のように２４時間制の１０分単位でご記入ください。 

※これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

 

（１）土曜日 

 

 

 

 

 

（２）日曜・祝日 

 

 

 

 

 

問１６－１ あて名のお子さんについて、夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中に、放課後児童ク

ラブ〔学童保育（アフタースクール）〕の利用希望はありますか。【○は１つだけ】 

また、希望がある場合は、利用したい時間帯をご記入ください。【数字を記入。数字は一枠に一字】 

※（例）０９時００分～１８時３０分のように２４時間制の１０分単位でご記入ください。 

※これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

 

 

 

 

 

 

問１７ 「放課後子ども教室（寺子屋事業）」が、放課後児童クラブ〔学童保育（アフタースクール）〕と連

携して行う事業として実施されています。小学生のお子さんはその事業の利用希望はありますか。

【○は１つだけ】 

また、希望がある場合は、利用希望日数を数字でご記入ください。【数字は一枠に一字】 

 

 

 
 

 

 

 

 

１．ほぼ毎週利用したい 

２．月に１～２回は利用したい 

３．利用する予定はない 

１．ほぼ毎週利用したい 

２．月に１～２回は利用したい 

３．利用する予定はない 

１．ほぼ毎日利用したい 

２．週に数日利用したい 

３．利用する予定はない 

１．利用したい 

２．利用する予定はない 

３．利用できる教室がない 

 週    日くらい 

利用したい時間帯 

 時        分から     時     分まで 0 0 

利用したい時間帯 

 時        分から     時     分まで 0 0 

利用したい時間帯 

 時        分から     時     分まで 0 0 
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 地域の子育て支援事業の利用状況について 

問１８ 下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後利用したいと思うも

のはありますか。①～⑫の事業ごとに、Ａ～Ｃのそれぞれについて、「1 はい」「2 いいえ」いず

れかでお答えください。 

 

【 Ａ 】 【 Ｂ 】 【 Ｃ 】 

知っている 

これまでに 

利用したこと

がある 

今後利用 

したい 事業の種類 又は 名称 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

① 保健センターでの相談事業 

育児相談・発達相談 

  スマイル相談（臨床心理士によるこころの相談） 

  ことばの相談（言語聴覚士によることばの相談） 

  子育て安心ダイヤル 

思春期ホットダイヤル 

１ 2 1 2 1 2 

② 児童館子育て相談・サロン相談・サークル活動 

  子育て講座 

  子育てサロン 

  パパサタサロン 

  子育て電話相談 

  つどいの広場 

１ 2 1 2 1 2 

③ 家庭児童相談室での相談 

  電話・面接相談 
１ 2 1 2 1 2 

④ エクラでの子育て相談・講座・サークル活動 

  子育てママ・パパのおしゃべりルーム 

  子育て講座・栄養相談・ママチャレンジ等 

１ 2 1 2 1 2 

⑤ ＯＮＯひまわりホットライン 

 （ヒューマンライフグループいじめ等相談窓口） 
１ 2 1 2 1 2 

⑥ 発達支援室での個別療育・心理相談 １ 2 1 2 1 2 

⑦ 母子（父子）自立支援相談 １ 2 1 2 1 2 

⑧ 不登校相談 

（適応教室） 
１ 2 1 2 1 2 

⑨ 小野市発行の子育て支援情報誌 

 「は～と・シップ 子育てハンドブック」 
１ 2 1 2 1 2 

⑩ チャイコムねっと 

  児童館チャイコムねっと 

  おのししょうがいねっと 

  保健センター育児ねっと 

１ 2 1 2 1 2 

⑪ 小野市安全安心メール 

 （ひょうご防災ネット） 
１ 2 1 2 1 2 

⑫ 川島隆太教授「脳科学理論」講演会 １ 2 1 2 1 2 
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 あて名のお子さんの病気の際の対応について 
 

問１９ この１年間に、あて名のお子さんが病気やケガで学校を休まなければならなかったことはありま

すか。【○は１つだけ】 

 

 

「1．あった」を選ばれた方におうかがいします。 
問１９－１ この１年間に、病気やケガで普段利用している教育・保育の事業ができなかった場合の

対処方法は何ですか。【○はあてはまるものすべて】 

また、その日数は概ね何日ですか。（半日程度の場合も１日とカウントしてください）。

【数字を入力。数字は一枠に一字】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「1．父親が休んだ」または「2．母親が休んだ」を選ばれた方におうかがいします。 
問１９－２ その際、「できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」と思われましたか。 

【○は１つだけ】 

また、その場合の日数はどれくらいありますか。【数字を記入。数字は一枠に一字】 

      ※病児・病後児保育施設等の利用には、一定の利用料がかかり、 

利用前にかかりつけ医の受診が必要となります。 

 
 

 

 

 

「1.利用したいと思った」を選ばれた方におうかがいします。 
問１９－３ 病児・病後児保育施設等を利用する場合、どのような事業形態が望ましいと思いますか。

【○はあてはまるものすべて】 

 
 

 

 

 

１．あった    ２．なかった  ⇒ １３頁 問２０へ 

１．父親が休んだ                     年間     日 

２．母親が休んだ                     年間     日  

３．（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった    年間     日 

４．父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた   年間     日 

５．病児・病後児の保育を利用した             年間     日 

６．ベビーシッターを利用した               年間     日 

７．ファミリー・サポート・センターを利用した        年間     日 

８．仕方なく子どもだけで留守番をさせた          年間     日 

９．その他（               ）       年間     日 

１．利用したいと思った     （利用希望日数     日）  

２．利用したいとは思わない ⇒  次頁 問１９-４ へ 

１．他の施設（例：幼稚園・保育所等）に併設した施設で子どもを保育する事業 

２．小児科に併設した施設で子どもを保育する事業 

３．地域住民等が子育て家庭等の身近な場所で保育する事業（例：ファミリー・サポート・センター等） 

４．その他（                                  ） 

次頁  

問１９-５へ 

回答後 １３頁 問２０へ 
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問１９-２で、「2.利用したいとは思わない」を選ばれた方におうかがいします。 

問１９－４ 病児・病後児保育施設等を利用したいと思わない理由は何ですか。 

【○はあてはまるものすべて】 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

問１９-１で、「3.(同居者を含む) 親族・知人に子どもを見てもらった」～「9.その他」 

を選ばれた方におうかがいします。 

問１９－５ その際、「できれば父母のいずれかが仕事を休んで看たい」と思いましたか。 

【○は１つだけ】 

また、その場合の仕事を休んで看たかった日数はどれくらいありますか。 

【数字を記入。数字は一枠に一字】 

 

 
 

「2.休んで看ることは非常に難しい」を選ばれた方におうかがいします。 

問１９－６ その理由は何ですか。【○はあてはまるものすべて】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．病児・病後児を他人に看てもらうのは不安   

２．地域の事業の質に不安がある    

３．地域の事業の利便性（立地や利用可能時間・日数など）がよくない 

４．利用料がかかる・高い 

５．利用料がわからない 

６．親が仕事を休んで看るのが当然だと思うから 

７．親が仕事を休める（年次有給休暇制度等がある）  

８．その他（                                   ） 

１．休んで看たかった   （仕事を休み看たかった日数：     日 ）⇒ 次頁 問２０へ 

２．休んで看ることは非常に難しい 

１．子どもの看護を理由に休みがとれない 

２．自営業なので休めない 

３．休暇日数が足りないので休めない 

４．休暇はあるが、仕事が忙しくて休めない  

５．その他（                                   ） 
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 宿泊を伴う一時預かり等の利用について 

問２０ この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、あて名のお子さん

を泊まりがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか（預け先が見つからな

かった場合も含みます）。【○は１つだけ】 

①家族以外にみてもらわなければならないことがあったかについて、１、２の番号どちらか１つに○ 

②「１.あった」に○をした人は、ア～オのうち、実際に行った対応に○。（○はいくつでも） 

また、それぞれの日数について、□内に数字を記入。【数字は一枠に一字】 

「短期入所生活援助事業（ショートステイ）」…児童養護施設等で一定期間、子どもを保護する事業 

１年間の対応 日数（年間） 

１．あった ⇒ 下記の ア～オ についてもお答えください  

    
   泊 

 

ア．（同居者を含む）親族・知人にみてもらった 

    
    

   泊 
イ．短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した  
（児童養護施設等で一定期間、子どもを保護する事業） 

    
    

   泊 
ウ．イ以外の保育事業（認可外保育施設、ベビーシッター
等）を利用した 

    
     

エ．仕方なく子どもを同行させた    泊 

     
     

オ．仕方なく子どもだけで留守番をさせた    泊 

     
     

カ．その他（                 ）    泊 

 

     

２．なかった ⇒ 次頁 問２１へ     

 

 

「ア．（同居者を含む）親族・知人にみてもらった」を選ばれた方におうかがします。 

問２０－１ お子さんをみてもらうことの依頼困難度はどの程度でしたか。【○は１つだけ】 

 
 

 

 

 

 

 

１．非常に難しかった ２．どちらかというと難しかった ３．特に困難ではなかった 

１に〇をした人の
うち、アに〇をし
た人は問20-１へ、 

それ以外の人は 
次頁 問２１へ 
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子育て支援施策全般について 

 

 

 

 

 

 
 

すべての方におうかがいします。（設問の最終章となります） 

問２１ お住まいの地域における子育て環境や支援の満足度について、１～５の５段階評価でお答えくだ

さい。【１～５のうち、あてはまる番号の１つに○】 

 

 

 

問２２ 子育ては楽しいですか。【○は１つだけ】 

１．楽しい ２．まあまあ楽しい ３．どちらともいえない 

４．あまり楽しくない ５．全く楽しくない  

 

問２３ 育児について、他のお母さん、お父さん達と話す機会がありますか。【○は１つだけ】 

１．よくある ２．時々ある 

３．ほとんどない ４．全くない 

 

問２４ お父さんまたはお母さんは、子育てに関するサークルなど、自主的な活動に参加していますか 

【○は１つだけ】 

１．参加している ２．以前、参加していた 

３．参加していない ４．サークルを知らない 

 

問２５ 家族で協力して子育てをしていますか。【○は１つだけ】 

１．十分協力している ２．まあまあ協力している 

３．あまり協力していない ４．全く協力していない 

 

問２６ 特にお子さんの父親（母親）は子育てに協力してくれますか。【○は１つだけ】 

１．十分協力してくれる ２．まあまあ協力してくれる 

３．あまり協力してくれない ４．全く協力してくれない 

５．父親（母親）はいない（単身赴任などでの別居含む） 

 

問２７ 子どもを虐待しているのではないかと思ったことがありますか。【○は１つだけ】 

１．よくある ２．時々ある 

３．ほとんどない ４．全くない 

 

問２８ 子どもの権利条約についてご存知ですか。【○は１つだけ】 

１．知っている ２．知らない 

 

 

 

 

 

満足度が低い                         満足度が高い 

１ ２ ３ ４ ５ 
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問２９ 子育てに関して不安や負担感などを感じていますか。【○は１つだけ】 

１．非常に不安や負担を感じる ２．なんとなく不安や負担を感じる 

３．あまり不安や負担を感じない ４．全く感じない 

５．なんともいえない  

 

問３０ 子育てをする上で、特に不安に思っていることや悩んでいることはどのようなことですか。 

【○はあてはまるものすべて】 

１．子育てで出費がかさむ ２．自分の自由な時間が持てない 

３．仕事が十分にできない ４．子育てによる身体・精神の疲れが大きい 

５．住居が狭い ６．夫婦で楽しむ時間がない 

７．子どもが病気がちである ８．子育てが大変なことを身近な人が理解してくれない 

９．子どもとの接し方がわからない 10．子どもの発達に遅れがないか心配である 

11．特にない 12．その他（              ） 

 

問３１ 子育てに関する情報をどのように入手していますか。【○はあてはまるものすべて】 

１．親族（親、きょうだいなど） ２．隣近所の人、地域の知人、友人 

３．子育てサークルの仲間 ４．学校 

５．市役所や市の機関 ６．市の広報やパンフレット 

７．テレビ、ラジオ、新聞 ８．子育て雑誌・育児書 

９．インターネット（掲示板・専用サイト等） 10．コミュニティー誌 

11．情報の入手先がない 12．情報の入手手段がわからない 

13．その他（                                                     ） 

 

問３２ 地域の人から｢子どもが大きくなったね｣などと、声をかけてくれることがありますか。【○は１つだけ】 

１．よくある ２．時々ある ３．ほとんどない ４．全くない 

 

問３３ ご近所や地域の人々とのお付き合いはどうですか。【○は１つだけ】 

１．親しい 付き合いが深い 

２．付き合いがありやや親しい  

３．少々付き合いがある  

４．付き合いはほとんどなく、あいさつをする程度  

５．付き合いはほとんどない 付き合いが浅い 

 

問３４ 周囲の人（近隣、友人等）に支えてもらって子育てをしている実感はありますか。【○は１つだけ】 

１．大いにある    ２．まあまあある    ３．ほとんどない    ４．全くない 

 

問３５ お子さんは家庭で学校での出来事をよく話しますか。【○は１つだけ】 

１．よく話す ２．時々話す ３．ほとんど話さない ４．全く話さない 

 

問３６ お子さんはどのくらい外遊びをしますか。【○は１つだけ】 

１．週５日以上    ２．週３～４日     ３．週１～2日     ４．ほとんどない 
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問３７ 家の近くのお子さんの遊び場について、日ごろ感じていることがありますか。 

【○はあてはまるものすべて】 

１．近くに遊び場がある ２．雨の日に遊べる場所がある 

３．遊び場が広く思い切り遊べる ４．遊具などの種類が充実している 

５．衛生的である ６．いつもにぎやかな感じがする 

７．遊具などが新しく整備が行き届いている ８．緑などの自然が多い 

９．遊び場やその周辺の環境が良くて、安心して遊べる 10．遊び場周辺の道路がきちんと整備されている 

11．遊び場に行くと子どもと同じ歳くらいの遊び仲間がいる 12．特に感じることはない 

13．その他（                                     ） 

 

問３８ お子さんと外出する際に、困ること・困ったことは何ですか。【○はあてはまるものすべて】 

１．子どもとの外出について、安全対策や見守り体制が整っていないこと 

２．歩道や信号がない通りが多く、安全面で心配があること 

３．歩道の段差などが自転車等の通行の妨げになっていること 

４．交通機関や建物が自転車等の移動に配慮されていないこと 

５．子どもの食事に配慮された場所がないこと 

６．買い物や用事の合間の気分転換に、子どもを遊ばせる場所がないこと 

７．緑や広い歩道が少ない等、まちなみにゆとりとうるおいがないこと 

８．暗い通りや見通しのきかないところが多く、子どもが犯罪にあわないか心配であること 

９．周囲の人が子ども連れを迷惑そうにみること 

10．荷物や子どもに手をとられて困っている時に手を貸してくれる人が少ないこと 

11．特に困ること・困ったことはない 

12．その他（                                     ） 

 

問３９ あて名のお子さんは地域活動やグループ活動などに参加されたことがありますか。【○は１つだけ】 

１．参加したことがある  

２．参加したことはないが、今後は参加したいと思っている 

３．参加したことがなく、今後も予定はない 

 

問４０ お子さんのかかりつけの小児科医がいますか。【○は１つだけ】 

１．いる  ２．いない 

 

問４１ 現在お子さんと同居のご家族は喫煙していますか。【○はあてはまるものすべて】 

１．喫煙していない ２．父親が喫煙 

３．母親が喫煙 ４．それ以外の人が喫煙 

 

問４２ お子さんのふだんの起床時間、就寝時間をご記入ください。【数字で記入。数字は一枠に一字】 

※時間は、必ず（例）０８時、２０時のように、２４時間制でお答えください。 

 
              
起床時間   時頃   就寝時間   時頃 
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問４３ お子さんはふだん、朝ごはんを食べていますか。【○は１つだけ】 

１．毎日食べる ２．週に５～6回食べる ３．週に３～４回食べる 

４．週に１～２回食べる ５．朝食は食べない  

 

問４４ 家庭における教育で親が中心になってかかわるべきことについてお答えください。 

【○はあてはまるものすべて】 

１．しつけ、マナーを教える ２．健康な体や健全な心を育てる  

３．悩みや相談事に対応する  ４．人格や人生観を形成する  

５．さまざまな危険から子どもを守る  ６．自然体験や社会体験の場を提供する  

７．非行防止に取り組む  ８．集団生活における社会性を育てる  

９．社会に貢献する心を育てる  10．自ら考え、行動する力を育てる  

11．子どもの模範となるように努める  12．子どもの育成に関する活動を行う  

13．子どもの育成に関する活動などを支援する 14．子どもを豊かに育てるための環境づくりを行う 

15．その他（                                     ） 

 

問４５ あなたは、小野市における以下の１～１５のような分野についてそれぞれどのように感じていますか。 

【①～⑭について○はそれぞれ１つだけ】 はい いいえ 
どちらで
もない 

① 預かりサービスに満足していますか １ ２ ３ 

② 妊娠中に出産に向けて必要な知識や情報を得ることができましたか １ ２ ３ 

③ 安心して子どもを預けられる場所があると思いますか １ ２ ３ 

④ 小児医療体制に満足していますか １ ２ ３ 

⑤ 経済的支援が充実していると感じますか（各種諸手当や医療費助成制度等） １ ２ ３ 

⑥ 子育てや人権等の相談窓口が充実していると感じますか １ ２ ３ 

⑦ 子どもへの教育環境が充実していると思いますか １ ２ ３ 

⑧ 青少年が健全に過ごせるまちだと感じますか １ ２ ３ 

⑨ 障がいなど配慮の必要な子どもを安心して育てられると感じますか １ ２ ３ 

⑩ 学校などの公共施設が子どもにとって安心できる場だと思いますか １ ２ ３ 

⑪ 地域ぐるみで子どもを見守る体制ができていると思いますか １ ２ ３ 

⑫ 子育てが地域の人たちに支えられていると感じますか １ ２ ３ 

⑬ 公園など遊び場が充実していると思いますか １ ２ ３ 

⑭ 犯罪被害にあう事の少ない安全なまちだと思いますか １ ２ ３ 
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問４６ 今後も小野市で子育てをしたいと思いますか。【○は１つだけ】 

１．思う ２．思わない ⇒ 問４７へ 

 

「1．思う」を選ばれた方におうかがいします。 

問４６－１ 今後も小野市で子育てをしたい理由をお答えください。【○はあてはまるものすべて】 

１．自然があるから ２．地域社会に活気があるから 

３．子育てに関する情報が豊富だから ４．医療機関が充実しているから 

５．医療制度が充実しているから ６．文化が豊かだから 

７．小学校の教育体制レベルが高いから ８．防犯・防災面で安全性が高いから 

９．遊び場がたくさんあるから 10．塾がたくさんあるから 

11．近隣の付き合いが活発だから 12．子ども会などのグループ活動が活発だから 

13．人情味があるから 14．風土がのんびりしているから 

15．生まれ育ったところだから 16．親が近くに住んでいるから 

17．親しい友人がいるから 18．その他（               ） 

 

問４７ あなたは、小野市における以下の１～１２の内容についてそれぞれどのように感じていますか。 

【①～⑫について○はそれぞれ１つだけ】 

満

足 

ほ

ぼ 

満

足 

や

や 

不

満 

不

満 

① 親子が安心して集まれる身近な場、イベント １ ２ ３ ４ 

② 子どもと一緒でも出かけやすく楽しめる場所 １ ２ ３ ４ 

③ 子育てに困ったときに相談したり、情報が得られる場、学べる機会 １ ２ ３ ４ 

④ 妊娠・出産・育児に関する母子保健サービス １ ２ ３ ４ 

⑤ 安心して子どもが医療機関にかかれる体制 １ ２ ３ ４ 

⑥ 残業の短縮や休暇の促進など企業に対する改善の働きかけ １ ２ ３ ４ 

⑦ 多子世帯の優先入居や住宅費の軽減など、住宅面の配慮 １ ２ ３ ４ 

⑧ 放課後子ども教室（寺子屋事業）の回数 １ ２ ３ ４ 

⑨ 放課後児童クラブ〔学童保育（アフタースクール）〕の定員 １ ２ ３ ４ 

⑩ 地域の公民館等で地域住民が共助する学童保育類似の運営 １ ２ ３ ４ 

⑪ 児童手当 １ ２ ３ ４ 

⑫ ひとり親家庭への子育て支援サービスの充実 １ ２ ３ ４ 
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問４８ 最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、ご自

由にご記入ください。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。 
                                                                            

 

① 学校から、調査票の配付を受けられた ご家庭の場合 

⇒ この封筒にお入れいただき、１２月１６日（月）までに 

担任の先生にお渡しください。 
 

② 市役所から、郵便で、調査票の送付があった ご家庭の場合 
⇒ ご記入後は、３つ折りで同封の「返信用封筒」にお入れいただき、 

１２月１６日（月）までに「ポストへ投かん」をお願いいたします。 

（切手の貼付は不要です） 


